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研究報告書 

 

癌細胞が浸潤する際に線維芽細胞等が増生して間質が形成される状態を線維性癌間質

反応 （Desmoplastic reaction: DR）と称するが、当教室では、原発巣のDRを

Immature、Intermediate、Matureの3群に分類する「DR分類」を提唱し、これが大

腸癌の予後予測指標として有用であることを見出している。本研究では、プロテオミク

ス法を用いてimmature由来がん関連線維芽細胞 （Cancer-associated fibroblasts: 

CAFs）とmature由来CAFsの培養上清やエクソソームを抽出し、それぞれで高発現す

るタンパク質を中心に網羅的・包括性的な新規治療標的分子の探索を行った。 

2021年度は、東京大学医科学研究所の疾患プロテオミクスラボラトリーを利用し、来

所での研究打ち合わせやZOOMでの研究打ち合わせ、メールでのサンプル調整に関する

詳細な打ち合わせを行い研究を実施した。これまでに癌治療抵抗性に関わると報告され

ているAnnexin A6  (Cancer Res, 2020; 15;80:3222-323)などの分子がmature由来CAFsのエクソソ

ームで高発現のデータが得られており、今後もサンプル数を増やして解析を継続する。 

 

 

 

 

  


